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校長 今岡 康則   

いよいよ２学期が始まりました。まずは、７月２８日に発生しました令和８年熊本地震により被

災された皆様に、心よりお見舞い申し上げます。 

今回の地震では、八代市内でもたくさんの被害が出ており、現在もなお避難生活を送られている

方や、不安な思いで毎日を過ごされている方がいらっしゃるかと思います。学校も校舎の様々なと

ころや貯水タンク、水道管の破損等があり、２学期が始まるにあたり、子供たちが安全・安心に学

校生活が送れるか心配しましたが、早急に復旧工事をしていただき、なんとか予定どおり２学期を

始めることができました。ただ、水道管の破損により、まだ水道が使えない場所があったり、給食

センターの被害で通常どおりの給食が提供できなかったりと、これまでどおりの生活に戻るには

しばらく時間がかかるかもしれません。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

さて、２学期の始業式は、地震により不安な子供たちもいるのではないかと考え、できるだけ落

ち着いた雰囲気で行えるように、教室での動画視聴による始業式としました。 

まずは、校長の話として、「みんなが元気に登校してくれたことが嬉しい」「学校ではみんなが安

心して過ごしてほしい。何か困ったことや心配なことがあったら、先生たちにすぐに知らせてほし

い。先生たちはみんなの力になる」「２学期はたくさん勉強があり、いろいろな行事がある。それ

ぞれのことをみんなで協力して頑張ってほしい」「みんなで２学期に頑張ってほしいこと（やつし

ろスピリッツ「そろえかた」）」などを話しました。 

次に、生徒指導担当から、「地震の後にみんなのために学校の復旧工事をしてくださった方への

感謝」「今、工事をしているので（地震とは関係のない工事）、入ってはいけない 

ところには入らないように」などを話しました。 

最後に、養護教諭から、「地震後の心のケアについて」話をしました。心のケア 

については、始業式後に、各クラスでしっかり時間をとり、一人一人の健康観察 

を行い、いろいろな話を聞きました。そこでは、学校を楽しみにしていたことや 

久しぶりに友達と会えてうれしかったこと、学校に来たら楽しかったなど、嬉し 

くなるような話が聞けた一方で、なかなか寝付けない、夜中に目が覚める、食欲 

がないなどの症状を訴える子や、いろいろな不安を抱えている子などがいました。 

今週から通常どおりの学校生活が始まりますが、学校生活に慣れるために今週 

一週間は、１・２年生は４時間授業、その他の学年は５時間授業にしています。 

生活環境が変わったり、様々な思いを抱えたりしている子供もいますので、子供 

たちが安心して学校生活が送れるよう、しっかり子供たちに寄り添っていきたい 

と思っています。何か気になることなどありましたらいつでもお知らせください。 

学校と家庭と一緒になって子供たちを見守っていきましょう。 
 

 

八代市では、全ての公立幼稚園、小中学校、特別支援学校で「やつしろスピリッツ（あいさつ・ 

ききかた・そろえかた）」の取組を行っています。１学期は「あいさつ」について子供たちにたくさ 

ん話をしてきました。２学期は、靴箱の靴やトイレのスリッパをきちんとそろえることを頑張っていきます。 


